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二
〇
一
〇
年
七
月

仁
義
な
き
戦
い

あ
ま
り
に
も
有
名
な
映
画
『
仁
義
な
き
戦
い
』（
一
九
七
三
年
）

の
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク
に
は
ど
き
も
を
抜
か
れ
た
。
笠
原
和
夫
の
脚
本
に
よ
れ
ば

〈
広
島
上
空
で
炸
裂
す
る
原
爆
／
巨
大
な
火
の
玉
。
地
軸
を
揺
が
す
爆
発
音
。

／
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
『
仁
義
な
き
戦
い
』
／
無
気
味
な
鳴
動
と
共
に
、
ゆ
る
や

か
に
天
空
に
拡
大
し
て
ゆ
く
キ
ノ
コ
雲

―
に
か
ぶ
せ
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
タ
イ

ト
ル
が
始
ま
る
。
Ｎ
（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
―
引
用
者
注
）
「
昭
和
二
十
年
、
日
本
は
太

平
洋
戦
争
に
敗
れ
た
。
戦
争
と
い
う
大
き
な
暴
力
は
消
え
去
っ
た
が
、
秩
序
を

失
っ
た
国
土
に
は
新
ら
し
い
暴
力
が
吹
き
荒
れ
、
戦
場
か
ら
帰
っ
た
血
気
盛
り

の
若
者
た
ち
が
そ
れ
ら
の
無
法
に
立
ち
向
か
う
の
に
は
、
自
ら
の
暴
力
に
頼
る

他
は
な
か
っ
た
」
〉（
『
笠
原
和
夫
シ
ナ
リ
オ
集
』
）
。

ヤ
ク
ザ
映
画
の
冒
頭
で
キ
ノ
コ
雲
に
出
く
わ
し
た
の
は
ま
っ
た
く
意
外
で
あ

っ
た
。
敗
戦
に
と
も
な
う
秩
序
の
崩
壊
と
い
う
時
代
状
況
を
描
き
出
す
た
め
に

選
ば
れ
た
手
法
な
の
だ
ろ
う
が
、
実
写
の
キ
ノ
コ
雲
の
パ
ン
ア
ッ
プ
に
派
手
な

爆
発
音
を
合
成
し
、
そ
れ
に
タ
イ
ト
ル
を
重
ね
る
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の

か
。
こ
の
後
、
原
爆
ド
ー
ム
の
写
真
が
続
く
の
で
気
づ
き
に
く
い
の
だ
が
、
そ

も
そ
も
こ
の
キ
ノ
コ
雲
、
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
「
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
」
の
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
「
戦
争
と
い
う
暴

力
」
と
「
新
し
い
暴
力
」
を
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
な
め
ら
か
に
接
続
し
た
ま

ま
、
本
編
で
は
ヤ
ク
ザ
の
抗
争
を
描

く
ば
か
り
で
原
爆
の
げ
の
字
も
出
さ

な
い
の
だ
。
こ
れ
で
は
原
爆
が
祭
の

最
初
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
客
寄
せ
の

花
火
に
な
っ
て
し
ま
う
。
原
爆
イ
メ

ー
ジ
の
「
乱
用
」
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
キ
ノ
コ
雲
を
バ
ッ
ク
に
「
仁
義
な
き
戦
い
」
…
…
映
画
の
文
脈
を

離
れ
れ
ば
、
極
め
て
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
訴
え
る
映
像
に
も
見
え
る
。
原
爆
こ

そ
「
仁
義
な
き
戦
い
」
の
果
て
に
造
り
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
言
え
る
か
ら
だ
。

結
局
、
原
爆
イ
メ
ー
ジ
の
「
乱
用
」
と
は
、
何
を
も
っ
て
「
乱
用
」
な
の
か
。

悩
ま
し
い
問
題
を
突
き
つ
け
て
く
る
映
像
で
あ
る
。

（
中
野
和
典
）

二
〇
一
〇
年
三
月
二
一
日
（
日
）
九
州
大
学
西
新
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
た
第
三
〇

回
研
究
会
に
は
約
二
五
名
が
参
加
。

四
條
氏
の
発
表
に
つ
い
て
は
「
ラ

イ
ス
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
問
題
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
」

「
広
島
女
学
院
関
係
者
が
結
果
的
に

ア
メ
リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
者
の
罪
意
識

の
無
さ
を
補
完
し
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
」
等
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

中
根
氏
の
発
表
に
つ
い
て
は
「
〈
偽

り
の
平
和
攻
勢
〉
と
は
何
を
意
味
す

る
の
か
」「
〈
記
憶
・
想
像
の
多
様
性
〉

を
形
づ
く
る
被
爆
体
験
や
引
揚
体
験

が
表
出
さ
れ
る
に
至
る
契
機
・
前
後

関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
」
等
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

第
三
〇
回
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告



- 2 -

キ
リ
ス
ト
教
を
教
育
の
柱
と
す
る
広
島
・
長
崎
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
受
け
た
原
爆
に
関
す
る
語
り
を
中
心
的
に
生
み
出
す
と

い
う
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
本
報
告
で
は
、
広
島
で
被
爆
し
た
唯
一
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
広
島
女
学
院
を
取
り
上
げ
、
学
校
史
・
関
係
者
等
の
出

版
物
か
ら
、
占
領
下
の
広
島
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
め
ぐ
る
原
爆
の
語
り

の
一
端
を
考
察
し
た
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
広
島
女
学
院
は
、
原
爆
死
者
を
出
し
た
広
島
市
内
で

唯
一
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
。
原
爆
に
よ
り
広
島
女
学
院
高
等
女
学

校
・
同
専
門
学
校
の
校
舎
は
全
壊
全
焼
し
、
生
徒
・
教
師
合
わ
せ
て
３
５
２
名

も
の
死
者
を
出
す
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
終
戦
後
、
占
領
下
の
広
島

女
学
院
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
教
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師

の
来
校
や
日
本
人
教
師
の
留
学
に
よ
る
活
発
な
人
的
交
流
が
見
ら
れ
た
。
戦
後

初
め
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
広
島
の
被
爆
者
と
言
わ
れ
る
松
本
卓
夫
院
長
、
進

駐
軍
以
外
で
広
島
の
地
を
踏
ん
だ
初
の
外
国
人
宣
教
師
と
言
わ
れ
る
メ
ア
リ
・

マ
ク
ミ
ラ
ン
は
、
い
ず
れ
も
広
島
女
学
院
の
関
係
者
で
あ
る
。
空
前
の
キ
リ
ス

ト
教
ブ
ー
ム
を
迎
え
る
中
、
広
島
女
学
院
は
、
積
極
的
に
ア
メ
リ
カ
の
教
会
に

資
金
援
助
を
求
め
、
与
え
ら
れ
た
支
援
に
よ
り
戦
災
か
ら
の
迅
速
な
復
興
を
遂

げ
る
。
当
時
の
関
係
者
の
手
記
か
ら
は
、
広
島
女
学
院
が
ア
メ
リ
カ
と
の
密
接

な
関
わ
り
に
よ
り
、
占
領
下
の
広
島
に
お
い
て
一
際
存
在
感
を
放
っ
た
様
子
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
こ
の
こ
と
は
、
広
島
女
学
院
の
原
爆
の
語
り
が
、
キ

◇

研
究
発
表
１

占
領
下
に
お
け
る
広
島
女
学
院
の
原
爆
の
語
り

四
條

知
恵

リ
ス
ト
教
界
内
部
に
止
ま
ら
ず
、
外
部
の
広
島
の
原
爆
の
語
り
に
影
響
を
与
え

た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

占
領
下
に
お
い
て
、
広
島
女
学
院
の
原
爆
の
被
害
は
ど
う
語
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
こ
の
時
期
、
ま
だ
世
に
出
る
被
爆
体
験
記
の
数
が
限
ら
れ
る
中
で
、
松

本
卓
夫
院
長
は
積
極
的
に
学
校
と
自
分
自
身
の
被
爆
体
験
を
ア
メ
リ
カ
に
伝
え
、

援
助
を
求
め
て
い
っ
た
。
一
部
残
存
す
る
当
時
の
資
料
を
紐
解
く
と
、
そ
こ
で

は
原
爆
の
惨
状
を
詳
細
に
伝
え
つ
つ
、
学
校
の
一
層
の
復
興
、
さ
ら
に
キ
リ
ス

ト
教
信
仰
に
基
づ
い
た
平
和
の
拠
点
に
な
る
と
い
う
将
来
図
が
強
調
さ
れ
て
い

る
。ア

メ
リ
カ
の
教
会
に
資
金
援
助
を
求
め
る
上
で
の
広
島
女
学
院
の
原
爆
の
語

り
は
、
ア
メ
リ
カ
の
原
爆
投
下
責
任
を
直
接
追
及
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
と
の
親
和
性
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
の
時
期
の
広
島
・
長
崎
双
方
の

原
爆
の
語
り
に
類
似
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
長
崎
で
見
ら
れ
る
よ
う

な
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
受
け
た
原
爆
投
下
に
対
す
る
意
味
づ
け
は
、
広
島
女

学
院
に
お
い
て
戦
後
初
期
の
段
階
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
同
じ
キ
リ
ス

ト
教
信
仰
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
平
和
の
拠
点
と
い
う
異
な
る
ロ
ジ
ッ
ク
が
組

み
立
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
後
に
ア
メ
リ
カ
の
支
援
者
を

巻
き
込
ん
で
展
開
さ
れ
た
広
島
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
平
和
運
動
に
つ
な
が
る

萌
芽
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

キ
リ
ス
ト
教
を
め
ぐ
る
原
爆
の
語
り
は
、
広
島
・
長
崎
の
原
爆
の
語
り
の
違

い
を
考
察
す
る
上
で
の
鍵
と
な
る
。
引
き
続
き
、
広
島
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教

会
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
調
査
範
囲
を
広
げ
、
長
崎
の
例
と
比
較
し
つ
つ
研
究

を
進
め
た
い
。
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「
原
爆
五
周
年
」
と
い
う
言
葉
が
散
見
さ
れ
る
一
九
五
〇
年
夏
の
『
中
国
新

聞
』
の
話
題
と
は
、
大
き
く
と
ら
え
れ
ば
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
ア
ピ
ー
ル
後

の
反
戦
平
和
運
動
の
機
運
と
朝
鮮
戦
争
勃
発
に
よ
る
ア
ジ
ア
冷
戦
の
本
格
的
な

始
ま
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
ア
ピ

ー
ル
後
の
反
戦
平
和
運
動
の
盛
り
あ
が
り
の
な
か
で
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
は
、

広
島
の
詩
人
た
ち
に
強
い
衝
撃
を
与
え
た
。
『
わ
れ
ら
の
詩
』
第
八
号
平
和
特
集

号
（
一
九
五
〇
年
八
月
）
の
巻
頭
に
は
、
御
庄
博
実
の
次
の
よ
う
な
詩
が
載
っ
て

い
る
。
「
あ
ゝ
再
び
／
カ
キ
ー
色
の
／
無
数
の
蝶
々
が
／
朝
鮮
海
峡
を
渡
つ
て
ゆ

く
／
植
民
地
か
ら
植
民
地
へ
／
お
び
た
だ
し
い
蛾
粉
を
降
ら
し
な
が
ら
…
…
」

（
「
蝶
蝶
」
）
。
こ
の
短
詩
で
は
、
被
占
領
下
の
日
本
か
ら
朝
鮮
半
島
へ
と
向
か
う

米
軍
の
飛
行
機
が
異
様
な
「
蝶
々
」
に
擬
え
ら
れ
、
朝
鮮
戦
争
始
発
期
の
被
占

領
下
に
お
か
れ
た
日
本
社
会
の
現
実
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
研
究
発
表
で
は
、
『
わ
れ
ら
の
詩
』
や
『
反
戦
詩
歌
集
』
を
中
心
に
一

九
五
〇
年
夏
の
広
島
発
の
反
戦
平
和
詩
の
拡
が
り
を
検
討
し
た
。『
わ
れ
ら
の
詩
』

第
八
号
に
は
、
御
庄
博
実
「
蝶
蝶
」
と
と
も
に
「
平
和
の
た
め
の
宣
言
」
と
題

さ
れ
る
わ
れ
ら
の
詩
の
会
の
宣
言
文
が
併
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
戦
争

へ
の
憎
し
み
」
と
「
原
子
爆
弾
へ
の
憎
悪
」
が
「
う
た
い
出
さ
ず
に
は
お
ら
れ

ぬ
わ
れ
わ
れ
の
運
動
を
起
さ
し
め
た
」
と
記
さ
れ
、
「
し
か
し
五
た
び
八
月
六
日

を
迎
へ
よ
う
と
す
る
ヒ
ロ
シ
マ
の
上
空
に
は
、
再
び
爆
音
が
不
吉
な
叫
び
を
あ

◇

研
究
発
表
２

原
爆
の
記
憶
と
朝
鮮
戦
争

―
一
九
五
〇
年
広
島
に
お
け
る
反
戦
平
和
詩
の
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム

中
根

隆
行

げ
、
今
ま
た
戦
争
の
脅
威
が
平
和
な
家
庭
や
子
供
た
ち
の
上
に
ま
で
襲
い
か
ゝ

ろ
う
と
し
て
い
る
」
と
あ
る
。
こ
の
新
た
な
「
戦
争
の
脅
威
」
に
際
し
て
、
「
芸

術
的
創
造
」
と
は
「
平
和
の
闘
い
」
な
し
に
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
の
が
そ
の

骨
子
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
そ
れ
よ
り
も
宣
言
文
で
注
目
し
た
い
の
は
、
詩
人
の
責
務
が
「
地

下
に
横
た
は
る
声
な
き
声
」
を
代
弁
す
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
、
そ
れ
が
「
わ
れ

わ
れ
ヒ
ロ
シ
マ
の
詩
人
」
と
い
う
存
在
証
明
た
り
え
る
の
だ
と
主
張
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
朝
鮮
戦
争
始
発
期
に
お
い
て
一
九
四
五
年
八
月
六

日
の
原
爆
の
記
憶
が
い
か
に
呼
び
お
こ
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
加
え
て
、

広
島
に
お
け
る
反
戦
平
和
詩
と
は
何
か
と
い
う
文
学
の
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
形
成
の
模
索
が
窺
え
る
か
ら
で
あ
る
。

研
究
発
表
で
は
原
爆
の
記
憶
の
改
体
や
朝
鮮
戦
争
へ
の
想
像
力
を
喚
起
す
る

反
戦
平
和
詩
を
検
証
し
た
が
、
こ
の
時
期
の
『
わ
れ
ら
の
詩
』
や
『
反
戦
詩
歌

集
』
に
は
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
に
際
し
て
原
爆
の
記
憶
が
喚
起
更
新
さ
れ
、
且

原
純
夫
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
や
浅
野
理
枝
「
悲
し
い
記
録
」
、
秦
忠
雄
「
奇
蹟
」
に
深

川
宗
俊
「
冴
え
た
眼
か
ら
」
な
ど
原
爆
投
下
へ
の
怒
り
を
表
出
す
る
詩
が
多
数

掲
載
さ
れ
る
と
と
も
に
、
あ
さ･

か
お
る
「
ば
く
お
ん
」
や
副
島
井
智
男
「
写
真
」
、

田
中
鉄
也
「
題
の
な
い
う
た
」
と
い
っ
た
在
日
米
軍
の
出
撃
出
征
の
姿
を
と
ら

え
た
詩
も
確
認
で
き
、
多
彩
な
拡
が
り
が
み
て
と
れ
た
。

周
知
の
と
お
り
、
原
爆
文
学
と
は
何
か
、
広
島
文
学
と
は
何
か
と
い
う
問
い

は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
調
印
後
の
一
九
五
二
年
一
月
か
ら
『
中
国

新
聞
』
紙
上
で
議
論
さ
れ
た
志
條
み
よ
子
「
「
原
爆
文
学
」
に
つ
い
て
」
に
端
を

発
す
る
第
一
次
原
爆
文
学
論
争
の
な
か
で
も
話
題
と
な
る
テ
ー
マ
だ
が
、
被
占

領
下
で
逆
コ
ー
ス
を
歩
み
始
め
た
一
九
五
〇
年
の
時
点
で
の
広
島
の
反
戦
平
和

詩
の
展
開
は
、
よ
り
重
要
な
道
標
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
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第
三
〇
回

原
爆
文
学
研
究
会

○

日
時

二
〇
一
〇
年
三
月
二
一
日
（
日
）
一
四
時
よ
り

○

会
場

九
州
大
学
西
新
プ
ラ
ザ
中
会
議
室

○

研
究
発
表

占
領
下
に
お
け
る
広
島
女
学
院
の
原
爆
の
語
り

四
條

知
恵

原
爆
の
記
憶
と
朝
鮮
戦
争

―
一
九
五
〇
年
広
島
に
お
け
る
反
戦
平
和
詩
の
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム

中
根

隆
行

二
〇
一
〇
年
度
日
本
社
会
文
学
会
秋
季
大
会･
第
三
二
回
原
爆
文
学
研
究
会

○

大
会
テ
ー
マ
「
原
爆
体
験
と
表
象
／
文
学

―
過
去
か
ら
の
呼
び
か
け
、
未

来
へ
の
語
り
な
お
し

―
」

○

日
程

二
〇
一
〇
年
一
〇

月
二
・
三

日
（
土
・
日
）

○

会
場

広
島
大
学
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
学
士
会
館
二
階
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

一
〇
月
二
日

一
二
時
四
〇
分
よ
り

○

研
究
発
表

〔
＊
コ
メ
ン
ト
〕

「
女
性
と
沈
黙

―
林
京
子
を
中
心
に
」

姜

東
星
〔
＊
野
坂

昭
雄
〕

「
小
説
か
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
か

―
核
時
代
の
表
象
と
大
江
健
三
郎

―
」

山
本

昭
宏
〔
＊
島
村

輝
〕

「
核
時
代
に
お
け
る
人
間
の
崩
壊
と
歴
史
の
再
生

―
堀
田
善
衞
『
審
判
』
試
論
」

矢
崎

彰
〔
＊
高
野

吾
朗
〕

「
主
体
の
ゆ
ら
ぎ

―
大
田
洋
子
「
山
上
」
を
中
心
に
」

中
野

和
典
〔
＊
山
口

直
孝
〕

○

講
演
「
肯
定
形
と
し
て
の
〈
原
爆
〉

―
占
領
期
の
い
く
つ
か
の
言
説

―
」

河
西

英
通

日
本
社
会
文
学
会
と
の
共
催
に
つ
い
て

彙

報

一
〇
月
三
日

九
時
一
〇
分
よ
り

○

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
原
爆
表
象
／
文
学
と
政
治
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」

・
基
調
報
告

「
誰
が
「
広
島
」
を
詠
み
う
る
か
？
」

松
澤

俊
二

「
見
な
か
っ
た
者
が
描
く
絵
画

―
非
目
撃
者
に
よ
る
原
爆
の
視
覚
的
表
象
」

加
治
屋

健
司

「
「
知
的
概
観
的
な
時
代
」
の
「
表
現
行
為
」
に
つ
い
て

―
三
島
由
紀
夫
を
視
座
と
し
て
「
加
害
」
と
「
被
害
」
を
考
え
る

―
」

柳
瀬

善
治

〔
司
会

深
津

謙
一
郎
・
水
川

敬
章
／
コ
メ
ン
ト

岩
崎

稔
・
加
納

実
紀
代
〕

「
原
爆
文
学
研
究
」
第
九
号
を
二
〇
一
〇
年
一
二
月
に
発
行
い
た
し
ま
す
。

左
記
の
要
領
で
原
稿
を
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
ふ
る
っ
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

○

書
式

縦
書
き
、
二
九
字
×
二
四
行
、
二
段
組
。

○

投
稿
締
切

手
書
き
や
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
原
稿
で
の
投
稿
の
場
合
は
二
〇
一

〇
年
一
〇
月
中
旬
、
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
か
一
太
郎
）
を
添
付
し

て
の
投
稿
の
場
合
は
同
年
一
〇
月
末
日
。

○

発
行
経
費

投
稿
者
は
、
各
自
の
原
稿
一
頁
（
機
関
誌
の
書
式
）
に
つ
き
、

一
〇
〇
〇
円
を
発
行
経
費
と
し
て
負
担
す
る
。

○

投
稿
宛
先

〒
八
五
七
―
一
一
九
三

佐
世
保
市
沖
新
町
一
―
一

佐
世
保
工
業
高
等
専
門
学
校

中
野
和
典
研
究
室

発
行
元

原
爆
文
学
研
究
会
事
務
局

〒
八
一
九
―
〇
三
九
五

福
岡
市
西
区
元
岡
七
四
四

九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院

波
潟
剛
研
究
室
内

tel/fax
092-802-5631

e-m
ailtnam

igata@
scs.kyushu-u.ac.jp

U
R

L
http://w

w
w

.scs.kyushu-u.ac.jp/~th/genbunken/index.htm

機
関
誌
「
原
爆
文
学
研
究
」
第
九
号
原
稿
募
集


